
Ⅰ．はじめに

　林冠が閉鎖状態にある林分に対して間伐を行うと，残存木は新

たな枝葉を展開するための空間と改善された光環境を獲得する。

間伐後，残存木は枝葉の伸長により樹冠を拡大し，林分は再び閉

鎖状態に近づいていく。間伐が林分生産力に及ぼす影響を評価す

るためには，林冠閉鎖の状態と，疎開された林冠が再閉鎖に至る

経過での樹冠形状や葉量の変化を明らかにする必要がある。

　シュート上で葉と枝が同時に展開していくスギにおいては，枝

の空間分布は，樹冠形状や樹冠内の葉の配置と密接に関連する。

林冠閉鎖，間伐による疎開，再閉鎖という時間経過にともなう樹

冠の動態を予測する上で，枝の生長特性とその空間分布を知る意

味は大きい。

　スギの当年枝の生長特性については，林冠ギャップ下と閉鎖林

冠下の若木を比較した報告（嵜元・平山，２００２）等があるが，成

木人工林での空間分布とその動態については明らかにされていな

い。本研究では，閉鎖状態のスギ人工林において，同一個体を対

象として一次枝先端位置と当年伸長量を２生長期間継続して調査

し，閉鎖状態での樹冠の発達と枝の伸長特性を明らかにすること

を目的とした。

Ⅱ．調査地と方法

　調査は森林総合研究所千代田試験地（茨城県かすみがうら市）

内のスギ人工林で行った。試験地は関東平野の北部に位置し，年

平均気温は約１４℃，年降水量は約１４００mmである。林分は標高

４１mの平坦地にある。１９７８年にさし木苗（久慈１８号）が１．８m間

隔の正方植えで植栽され，１９８８年には格子状に５０％の本数間伐が

行われた。１９９７年３月から２００４年３月の期間は，成木への窒素負

荷試験に利用され（Nagakura et al., ２００６），林分の一部には樹冠

観察用の足場が組まれている。

　樹冠部へのアクセスが可能な１個体を選定し（以下，対象木と

呼ぶ。），２００４年と２００５年の冬期に，樹高と胸高直径，当年の主軸

伸長量，主軸から分岐する一次枝先端の地上高と当年伸長量を測

定した。測定はメジャーと目盛り付き測竿を用いて行った。対象

木を取り囲む４個体（以下，隣接木と呼ぶ）についても，樹高と

胸高直径を同様に測定した。また，２００５年の冬期に隣接木の伐倒

を行い，樹冠部を鉛直方向に１ｍ間隔の層に区分して各層の葉の

乾重と一次枝先端数を調べた。得られた値と本数密度とから，面

積あたりの葉量と一次枝先端数を算出した。

　対象木は，前述の窒素負荷試験の期間には，対照区の個体とし

て林地表面への水散布が行われた個体であり，隣接木は処理区外

の個体である。

Ⅲ．結果と考察

　２００４年の冬期における対象木の樹高は１８．４m，胸高直径は

２０．３cmであった。隣接木４個体の樹高は１８．３mから１８．８mの範

囲に，胸高直径は１８．９cmから２２．８cmの範囲にあった。対象木を

含めた近接する５個体で，個体サイズに大きな違いはなく，後述

する隣接木の伐倒調査から算出される面積あたりの葉量と一次枝

先端数は，対象木がおかれた閉鎖状態にある林分の特性を表すも

のといえる。

　隣接する個体間での枝葉の接触は，地上高では１５．５m付近（林

冠頂部からの下方への鉛直距離では約３m）において観察された。

生葉が生育する最低地上高は１４．７m付近にあり，それ以下では枝

葉の変色と枯れが発生していた。枝葉が隣接個体と接する地上高

以下を陰樹冠，それより上部を陽樹冠とすれば，本林分では陽樹

冠長は約３m，陰樹冠長は約１mとなる。

　２００５年には，対象木の主軸は６５cm伸長した。主軸と枝の伸長

の結果，２００４年に比べて樹冠上部の一次枝先端高は上昇し，陽樹

冠は上方に移動した（図－１）。樹冠下部で，かつ，主軸からの

水平距離が短い一次枝先端では，枝葉の変色と芽の枯れが観察さ

れた。それらの地上高は２００５年には１６m弱で，前年に比べて１m

程度上昇した。隣接個体と枝葉が接触する地上高は１６m付近とな

り，それ以下の陰樹冠では主軸から一次枝先端までの水平距離は
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前年と変わらず，樹冠幅は変化しなかった。

　隣接木の伐倒調査から計算された林分葉量は１８．４t ha －１であっ

た。スギ人工林の葉量の平均値が１９．６t ha －１（只木，１９７６）であ

ることから，現存量の面では，スギ人工林としては標準的な林冠

の状況にあるといえる。面積あたりの葉量と一次枝先端数は，地

上高が１６．２m以下で顕著に低下し（図－２），葉量は全体の１５％

であった。隣接する個体間での枝葉の接触が地上高１６m付近で発

生したことから，閉鎖林分では樹冠が隣接木と接触すると一次枝

先端数と葉量が急激に低下するといえる。

　一次枝の当年伸長量は，当年生一次枝を除くと，主軸頂端から

枝先端部までの鉛直距離が増加するにつれて，直線的に低下する

傾向にあり（図－３），その関係は２００４年と樹冠が上方に移動し

た２００５年とで違いはみられなかった。

Ⅳ．おわりに

　本研究では，林冠が閉鎖状態にあるスギ人工林で，樹高生長に

ともなう陽樹冠の上方への移動，下枝の枯れの発生という変化を

確認するとともに，一次枝の伸長量は，頂端からの距離に対して

直線的に低下することを明らかにした。枝の伸長特性は，個体の

持つ内部要因と光環境や物理的空間などの外部要因の両者に影響

を受けて決定されていると予想される。今後，林冠が疎開された

対象木について，樹冠の発達を光環境の変化と併せて継続して調

査するとともに，空間と光環境の制限がない孤立木について，枝

の伸長特性を明らかにしていく予定である。

　本研究は「環境変動と森林施業に伴う針葉樹人工林のCO２吸収

量の変動評価に関する研究」（環境省）の一環として行われた。
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図－２．葉量と一次枝先端数の鉛直分布

図－１．一次枝先端の主軸からの水平距離と頂端からの鉛直
距離との関係

　　　　図中の４と５は，それぞれ，２００４年と２００５年の枯死
枝を示す。

図－３．頂端から一次枝先端までの鉛直距離と一次枝の当年
伸長量との関係

　　　　図中の４と５は，それぞれ，２００４年と２００５年の枯死
枝を示す。


